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この報告書は,宮崎県の委託を受けて,昭和 61年 5月 6日 か ら同年 9月 30日

までの 5カ 月間にわたり,田野町七野地区特殊農地保全整備事業地内に所在す る丸

野第 2遺跡の発掘調査を実施 した記録であります。 この調査では,縄文時代や弥生

時代の上器が多量に出土 し,住居跡,土拡等 も多数発見されま した。特に斜格子線

刻の石刀が出土 したのは注目されます。 これ らは,宮崎県における貴重な研究資料

となることと思いますので,今後,本報告書が広 く活用 されることを願 うものであ

ります。終わりに,発掘調査か ら報告書刊行に至 るまで,終始熱心に御指導 下さい

ま した諸先生方をはじめ,本調査に深い御理解 と御協力を賜 りました関係機関,地

元町民各位に心か ら感謝申 し上げます。

昭和 62年 3月 31日

田野町教育委員会

教 育 長  種子田 栄 幸
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1.本書は,田野町七野地区の県営農地保全整備事業に伴い,昭和 61年度に実施 した丸野

第 2遺跡の発掘調査概要報告書である。

2.発掘調査は,田野町教育委員会が主体 とな り,県文化課主任主事 長津宗重が担当 した。

3.調査組織は次の通 りである。

調査主体  田野町教育委員会

教  育  長  種子田 栄 幸

社会教育課長  妹 尾   博

補佐兼

社会教育係長  新 坂 政 光

社 会 教 育 係  後 藤 哲 男 (担当 )

調 査 員   長津 宗重

調査補助員  寺師 雄二

調査協力   面高 哲郎 。永友 良典 (宮崎県教育庁文化課主任主事 )

北郷 泰道 。近藤  協 ( ″ ″   主事 )

菅付 和樹 。谷口 武範 (県総合博物館埋蔵文化財センター主事 )

4.遺物の復元 。実測図作成・ トレース ,

に協力を頂

いた。

5.本書の執筆はっ後藤 6長津が分担 し,文責については目次に明記 している。

6.本書の編集は長津が当 つた。

7.土器の色調は農林省農林水産技術会事務局監修の標準土色帖による。本報告の方位は磁

北である。またレベルは海抜絶対高である。
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第 1章 序

1.発掘調査に至 る経緯

宮崎県宮崎郡田野町において,昭和 61年度か ら,七野地区の県営特殊農地保全整備事業

が行なわれている。それに先立ち,事業区内の埋蔵文化財の調査として昭和 60年 12月 に

田野町教育委員会が分布調査を行ない遺跡の存在が確認され,更に県文化課によ つて再確認

が行なわれた。調査により事業区内に遺跡の存在が判明したため,宮崎県中部農林振興局と

埋蔵文化財の保護についての協議が行なわれたが,事業施行上,保存が困難な部分が多く,

とりわけ今回発掘地は,高台にあり,事業との並行発掘が困難だということで,昭和 61年

度に記録保存の処置をとることになった。昭和 61年 3月 に,地元との協議も終わり,同年

5月 6日 -9月 30日 まで発掘調査が行なわれた。

七野地区事業区内の発掘調査は,今回より始まり,事業区内他地域についても今後,調査

を行なってゆく。調査は,田野町教育委員会が主体となり,宮崎県文化課 長津宗重氏が担

当した。

2.丸野第 2遺跡周辺 の歴史的環境

田野町は宮崎県の中南部の宮崎市より南西約 20肋 に位置する。田野盆地は南那珂山地に

属 し,標高 120-140η の台地を形成 している。田野盆地の北西部の山地が標高 200

-2802と 低いのに対 して,南部の山地は標高 600η級である。盆地の北部の山地裾を

清武川が南西方向から北東方向へ流れている。

丸野第 2遺跡は田野盆地の北西部の南に伸びる台地の最高位 (標高 120η )に位置する。

当遺跡の北々西約 1.5脇 には丸野第 1遺跡があり,縄文後・晩期の土器が出上 している。丸

野第 2遺跡の歴史的環境を知るために,町内の遺跡を時代順に概観する (第 1図 )。

(1)         (2)
旧石器時代の遺跡 としては荻ケ瀬遺跡 と町内でナイフ形石器,沓掛で細石核が表採 与ゝれて

(3)

いたが,昭和 58・ 59年 に前平地区で芳ケ迫第 1・ 3遺跡っ札ノ元遺跡で発掘調査が行な

われた。芳ケ迫第 1遺跡では, 2基 の集石遺構間の径 5η の範囲内にナイフ形石器 3・ 剥片

尖頭器 1・ 三稜尖頭器 1・ 彫器 1・ 掻器 1な どが出土 している。芳ケ迫第 3遺跡では石核 2・

剥片を伴 った集石遺構 1基 と剥片尖頭器 1が出上 している。札 ノ元遺跡では 1基 の集石遺構

を中心 として径 3η 程度の範囲で石核 2・ ナイフ形石器 1・ 剥片などが出土 している。 3遺

跡 とも姶良丹沢火山灰直上か ら旧石器が出上 しており,札 ノ元遺跡の焼石の熱ル ミネッセ ン

1-
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第 1図 丸野第 2遺跡の位置及び周辺遺跡
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ス法による年代測定法によれば 20,920年 BP.の 年代が得 られている。
(4)

縄文時代の早期の遺跡 としては,貝殻条痕文土器の前畑遺跡が知 られていたが,芳ケ迫第

1・ 3遺跡っ札ノ元遺跡,又五郎遺跡で発掘調査が行なわれている。その結果っ芳ケ迫第 1

遺跡で集石遺構 54基 ,同第 3遺跡で集石遺構 104基 ,札 ノ元遺跡で集石遺構 84基 ・方

形プランの竪穴住居 2軒検出された。又五郎遺跡で も竪穴住居が検出されてお り,早期の竪

穴住居 としては県内に検出例がないので注 目される。 4遺跡とも押型文土器が出上 している

が,吉田・前平式土器は芳ケ迫第 3遺跡では全 く出土 していない。また手向山式・平棒式土

器は札ノ元遺跡だけで,塞 ノ神式上器は又五郎遺跡だけで出上 している。以上のように遺跡

間の距離が 180-300η と近距離でありなが らそれぞれ土器群の様相を異にしている。

石器の組成 としては打製石鏃の割合が高 く,特 に芳ケ迫第 1遺跡か らは磨製の環状石斧が出

土 してお り,発掘調査例 としては小山尻東遺録
5セ

清武町 )に 次いで 2例 目である。中期は県

内全域的に非常に少な く,当 地域において もない。後期になると,遺跡が急激に増え,後期

(6)

初頭―中頃の指宿式・綾式・下弓田式などが出土 した青木遺跡では,配石遺構や貯蔵穴が検

出された。また黒草遺跡で も同時期の上器が出土 している。

弥生時代の遺跡 としては,黒草遺跡で終末期土器が出上 しているだけであったがっ今回の

調査で後期の方形プ ランの住居跡が検出されたのは注 目される。

古墳時代の円墳は確認されてお らず,集落 も調査されていない。 しか し地下式横穴墓は灰

(8)          (9)
ケ野 (1基 )と 高野原 (2基 )が調査 されてお り, 3基 とも平入 りの タイプで,他の 2基が

剣や刀子・鏃 で あ るのに対 して灰 ケ野 1号 地下式横穴墓 は蛇行剣 ・鉄斧 な どを出土 してい る。

以上のよ うに当地域 は旧石器時代か ら縄文時代後期 に多 くの遺跡が存在す ると伴 に,各時

代各時期の うね りを受 けなが ら独 自の対応を行な ってい る。

註

(1)二宮忠司 「九州地方におけるナイフ形石器について」『考古学論叢』 1 1973
(2)茂山 護・大野寅夫  「児湯郡下の旧石器」『宮崎考古』 3号  1977
(3)面高哲郎・ 寺師雄二  「芳ケ迫第 1～ 3遺跡・ 札ノ元遺跡」『田野町文化財調査報告書』第3集 1986

(4)茂 山 護  「宮崎郡田野町採集の貝殻条痕文土器」『宮崎考古』第 4号  1978
(5)近藤 協  「小山尻東遺跡」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第 3集  1985
(6)鈴木重治  「宮崎郡田野町青木遺跡の調査J『 日本考古学協会第 28回大会研究発表要旨』 1963
(7)岩永哲夫・北郷泰道「黒車遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告書』(3)1979
(8)田 中 茂  「宮崎郡田野町灰ケ野地下式横穴」『宮崎県総合博物館研究紀要』 1 1972

石川恒太郎  「田野町灰ケ野地下式古墳調査報告書」『宮崎県文化財調査報告書』第 17集  1973
(9)日 高正晴  「高野原地下式 1号墳発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書』第 24集  1981
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第 Ⅱ 章 遺 構 と 遺 物

1.調 査 区 の設 定 と概要

丸野第 2遺跡 (田野町赤松乙 )は ,宮崎市の南西約 20脇 にある田野盆地の北西部の南に

伸びる標高 120η の合地上に位置す る (第 2図 )。 当遺跡の北北西約 1.5脇 には周知の遺

跡である丸野遺跡があり,縄文後・晩期の土器が出土 している。

七野地区圃場整備事業に伴 って昭和 61年 5月 6日 -9月 30日 まで 5,600柄の発掘調

査が田野町教育委員会によって行われた。南北方向に 5η 方眼のグリッドを設定 し,調査 し

たllk番で東か らB・ A・ C地区とした。縄文早期の上器 としては,A地 区で回縁部直下にヘラ

様工具による押圧文を有する貝殻条痕文の上器が,B地 区で山形押型文の上器が若干出土 し

ている。縄文後期前半の竪穴式住居が,A地 区で 4軒,B地 区で 15軒 ,C地 区で 7軒検出

された。また,A地 区の北端部の上器溜 りか ら同時期の上器がかなりの量出上 し,南東部で

は ピット群と土拡群が検出された。縄文後期前半の上器群 としては指宿式 。松山式・市来式

・小池原上層式・鐘ケ崎式などが出上 し,石器 としては磨製石斧・切 目石錘・打製石鏃・軽

石製浮子・石刀などが出上 している。

2.包 含層 の状態

当遺跡では,ア カホヤ層はA地区の南端部,B地 区の南半分,C地 区の南半分で残存 して

いた。

当遺跡の基本層序は, I層 が暗裾色土層 (Hue 7.5YR 3/4・ 耕作土・粘性が弱い ),Ⅱ

層 が黒裾土層 (7.5YR2/2・ I層 より粘性があ り固 くしまっている。 ),Ⅲ 層 が 黄褐色

土層 (10 YR・5/6・ アカホヤ層 ),Ⅳ層が裾色土層 (75YR 4/3・ 粘性が強 く, ユー 3伽

の小礫をわずかに含む ),V層 が黄褐色土層 (10YR 5/8・ 粘性は中程度, 3r5clBの細礫

を多量に含む ),Ⅵ層が暗裾色土層 (10YR 6/6・ 粘性が強 く,数π2の 細砂粒を多 く含む )

である (第 3図 )。 縄文後期の上器包含層はⅡ層である。

-4-
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く
ず

れ
る
。

粘
性

強
く
,乾

燥
す

る
と
固

く
し
ま

る
。

1～
3銹

程
度

の
小

礫
を
僅

か
に
含

む
。

土
器

は
包

含
せ
ず
。

,粘
性

は
中
程

度
,3
～

5 
cu
nの

細
礫

を
多

量
に
含

む
。

Ⅳ
層

よ
り
し
ま

り
が
強

い
。
土

器
は
包

合
せ
ず
。

手
ざ
わ

り
が
ザ

ラ
ザ

ラ
し
て

Ⅵ
 

明
黄
裾

色
土
層
(1
0Y
R6
/6
),
粘

性
強

く
,ヌ

メ
ヅ
が

あ
る
。

数
mm
の

細
砂

粒
を
多

く
含

む
。

土
器

は
包

含
せ

ず
。

明
褐

色
土

(7
.5
YR
5/
6)
,粘

性
強

く
固

く
し
ま

る
。

1～
3θ

″
の
小
礫

を
含

み
白
色
粒

子
が
多

い
。

黄
橙

色
の

ブ
ロ

ツ
ク
を
僅

か
に
含

み
細
粒

を
多

く
含

む
。

後
期

土
器

を
包

含
す

る
。

炭
化
物

も
僅

か
に
含

む
。

に
ぶ

い
黄
裾

色
土

(1
 0
 Y
R5
/3
)'
黄

橙
色

の
細
粒

を
僅

か
に
含

む
が

ブ
Fッ

ク
は
含

ま
な
い
。

粘
性
強

い
が
乾

燥
す

る
と
脆

い
。

土
器

は
出
土

せ
ず
。

褐
色
土

(1
0 
YR
4/
4)
,粘

性
は
中
程

度
で

固
く
し
ま

る
。

暗
裾

色
土

層
(■

5Y
R比

)

耕
作

土

黒
褐

色
上
層

(7
.5
 Y
R2
/2
)

暗
裾

色
の
粘
土

粒
を
含

む
。

灰
化
粒

を
僅

か
に
含

む
。

黄
裾

色
土
層

(1
 0
 Y
Rt
5/
6)

粘
性

弱
く
,乾

燥
す

る
と
脆

く

褐
色
土

層
(
7.
5 
YR
4/
3)
,

黄
裾

色
土

層
(1
0Y
R5
/8
)

い
る
。

Ⅳ V

黄
褐

色
の

ブ
ロ

ツ
ク
及

び
細
粒

を
多

く
含

む
。

3～
5 
ml
lの

細
礫

も
多

い

後
期

の
土

器
が

出
■
。
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3.縄 文時代早 期 の遺構 と遺物

アカホヤ層まで削平 されたA地区の北側で縄文早期の上器,B地 区北側で山形押型文土器

が出上 した。遺構 としてはC地区 ユー13で集石遺構が 1基検出された。アカホヤ層が残存 し

ていたA― C地区の南側は,作付作物の関杯で早期の包含層の調査は残念なが ら断念せざる

を得なかった。

A地区では口縁部の外面にヘラ状施文具で 2段 に押圧或いは刺突 し,そ の下位に貝殻条痕

文を施 した前平式上器が,B地 区では山形押型文土器が出上 している (第 5図 )。

4.縄 文時代後期 の遺構 と遺物

後期前半の遣構はA― C地区の南側に竪穴住居がA地区で 4軒 ,B地 区で 15軒,C地 区

で 7軒計 26軒検出され,特にB地区では方形プランと円形プランが切 り合 っているのは注

目される。 A地区の北端部の a・ b-6-8の 上器溜 りか ら同時期 の土器が多量 に出土 し ,

南東部ではピット群 と土広群が検出された (第 4図 )。 縄文後期前半の土器群 としては指宿

式・松山式・市来式・小池原上層式・鐘ケ崎式などが出上 し,石器 としては磨製石斧・切目

石錘 。打製石鏃・軽石製浮子・石刀などが出土 している。

(1)竪 穴住居

竪穴住居は,A地 区の j-4-7に 半分削 られて 4軒DB地 区の 1勢 q-30-32に 15

軒っ C地区の i勢 1-14-21に 7軒分布 してお り,南部は削 られているが, 3グループ

に分かれ, ドーナッツ状に分布 していた可能性 もある。 C地区がすべて円形プランであるの

に姑 して B地区は方形プランと円形プランが混在 しており,竪穴住居は切 り合い関係か ら次

のようになる (第 6図 )。

4号住居 (方形 )K:三

仁目 1号を子≡二 9与住居 側円形 )-7号 住居 (円 形 )

8号住居 (円 形 )// 10号住居 (円形 )/

方形・円形プランの混在から円形プランヘの変遷がたどれる。以下,詳細については竪穴

住居観察表 (第 1表 )を参照されたい。

-8-
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第 5図 縄文早期土器実測図

地 区 住  居 プ ラ ン 規  模 銅 柱 穴 焼 土 備 考

Ａ

地

区

1号 住居 円 形 420× 215+α 2軒の切り合い

2号住居 隅丸方形 320× 250+α 5 土 1/Al

3号住居 円 形 400× 300+α 3 ○

B

地

区

1号住居 不 定 形 390× 360 住居としては疑問

2号 住居 方 形 520× 500 6 方形住居 2軒の切り合 t

3号住居 方 形 600× 580 万形住居 2と 円形住居 1

の切 り合い

4号住居 方 形 300+α×280 3

5号住居 隅丸方形 340× 330 3

6号住居 方 形 340× 340 3

7号 住居 円 形 330× 320 9

8号住居 円 形 550× 420 1

9号住居 円 形 360× 360 2

10号 住居 円 形 250× 250 1

11号 住居

12号住居

13号 住居

Ｃ

　

地

　

区

1号住居 円 形 480× 460 ○

2号住居 円 形 360× 340

3号住居 円 形 280× 250 5

4号住居 円 形 360× 250+α 2

5号住居 円 形 310× 210+α 2

6号住居 円 形 400+α ×100+α

7号住居 円 形 340× 140+α

第 1表 竪穴住居観察表

-9-
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察
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図 番 号

グ
リ

ツ
ド

器
衝

器
部

文
様

器
面

調
整

色
調

胎
土

焼
成

口
径

器
 

高
備

考
外

面
内

面
外

面
内

面
底

面
外

面
内

面

1
b-
7

深
鉢

口
縁

部
2段

に
ヘ

ラ
で

刺
突

ナ
デ

口
唇
部

―
ヨ
ヨ
ナ

デ
民
殻

条
痕

ナ
デ

t▼

ぞ撃
葺
 6
/4

に
ぶ
い
獲

■
5Y
R 
 6
/4

1～
3ミ

リ
の

自
,灰

,黒
ロ

笠
,光

る
粒

を
多

く
合

む
良

好

2
i-
5

深
鉢

口
縁

部
2段

に
ヘ

ラ
で

押
圧

ナ
デ

口
唇
部
―
ヨ
ヨ
ナ
デ

横
方
向
の
貝
殻
条
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ

に
ぶ

ぃ
怪

75
YR
 6
/4

笹 7
5Y
R 
 6
/6

1～
2ミ

リ
の
白

,黒
,医

光
る
粒

を
多

く
合
む

良
好

3
e-
32

深
鉢

同
部

山
形

押
形

文
ナ

デ
山

形
押

型
文

ナ
デ

に
ぶ

い
黄
怪

lo
YR
 7
/4

に
ぶ
い
黄
橙

lo
YR
  
6/
3

自
,黒

の
粒

,日
と
黒

の
光

る
粒

を
含

tr
良

好
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(2)縄 文土器

当遺跡か ら出土 した土器量は非常に多いので,今回はA地区の 2,3号 住居,B地 区の 2

-9号 住居,C地 区の 1号住居及び,各グリッドの特徴的な土器を図示するのにとどめる

(第 7-19図 )。 指宿式 (16・ 18な ど )。 松山式 (71・ 85)・ 市来式 (10。 41

・ 76な ど )・ 草野式 (45・ 46)・ 小池原上層式 (4・ 88)・ 鐘ケ崎式 (96)な ど

が出土 しているが,形態分類及び詳細については本報告で行ないたい。

(3)石  器

石器組成の特徴 としては,石斧はすべて磨製石斧であり扁平打製石斧は全 く出土 していな

い点,石皿 と磨石の量が多い点,石錘は切目石錘 と両端打欠きの河原石石錘が半々であるが

少量である点などである。注 目されるのはゼー 32出上の石刀であり, 2条平行沈線 と格子

目文を施 しており,粘板岩製である (第 20図 )。

5,弥生時代 の遺構 と遺物

弥生時代の遺構としてはh-8・ 9の方形プランの竪穴住居 1軒のみである。住居は570

2× 410η の規模で,無茎磨製石鏃や未製品・剥片が多数出上 しており,後期前半の上器

が少量出土 した。

-13-
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支

後
期

土
器

観
察

表

図 番 号

グ 　 ツ
器

種
器
 

部
文

様
鞠

面
調

整
色
  
  
  
  

調
 

▼
胎
  
 

土
焼

成
口
 

径
器
 

高
備
  
 

考
外

  
面

内
  
 

面
外
  
 

面
内

面
底

面
外

面
内

面

1

A SA
2

深
鉢

口
縁

部
文 文

腰 蜘
ラ 何

へ 幾
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ

テ
明
赤
褐

5Y
R 
5/
6

／
褐 麒塁 ヽ

α
5ミ

リ
前
後

の
砂

粒
を
多

く
含

む
良

好

2
A SA

2
深

鉢
底
 

部
ナ

デ
ナ

デ
網

代
医

に
ぶ
い
橙

75
YR
 7
/3

浅
黄
橙

75
YR
 8
/3

喜豊 勧
孵
瞥

m～
2

良
好

底
径

1 
2 
20
2

3
A SA

3
深

鉢
口
縁

部
頂

部
に

刻
み

幾
何

凹
線

文
横
方
向
の
貝
殻
条
痕

横
方

向
の
貝
殻
条
痕

に
ぶ

い
貢

笹
lo
YR
 6
/3

に
ぶ
い
黄
橙

lo
YR
 6
ノ

/3
黒
雲
母
,白

,鳥
泰
の
02

～
05
ミ

リ
の
砂
荘
を
含
む

や 好
や 良

涙
状

口
塚

外
面

(ス
ス
付
着

)

内
面

(黒
的

4
A SA

3
深

鉢
口
縁

部
幾

何
凹

線
文

円
形

刺
突

文
督
消

縄
文

ヘ
ラ
ナ
デ

灰
貢
褐

lo
YR
 4
/2

灰
黄
禍

lo
YR
 4
/2

醸
難
黎称
ら 鴫
齢

良
好

波
状

口
縁

5
A SA

3
深

鉢
口

縁
部

2条
凹

線
ナ

デ
ヨ

ヨ
ナ

デ
に
ぶ
ぃ
赤
稿

5Y
R 
5/
4

に
ぶ
ぃ
経

5Y
R 
6/
3

自
色

,

む
透
明
な
粒

を
合

良
好

6
SA
3

深
鉢

口
縁

部
ヘ

ラ
刺

突
文

口
縁
部

(貫
殻
条

FR
)

刷
部

は
方
向
の
貴
翻

斜
め
方

向
の
貝
殻
条
痕

明
赤
禍

5Y
R 
5/
6

経
5Y
R

6/
6

石
英
,白

色
の

細
砂

粒

を
含

む
良

好
錯 雷
叩翼
違 最
斑

)

7
SA
3

深
鉢
品Ir

酪
円

形
刺

突
文

条
涙

条
痕

明
赤
禍

25
YR
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/8

騒 2
5Y
R 
6/
8

き
め
細
か
い
, 
自
,泰

,偶
色
等
の
細

分 北
給

む
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01
～

2ミ
リ 大

を
多
く
含
む

良
好

29
4帰

偽 露
)黒
斑

8
SA
3

深
鉢

口
縁

部
ヘ

ラ
則
突
文

凹
線
の
中
に
円
形
抑
敗

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

75
YR
 8
/6

浅
黄
橙

75
YR
 8
/4

茶
色

の
1～

2ミ
リ
の

砂
粒

を
含

む
良

好

9
SA
3

深
鉢

口
縁

部
2条

ヘ
ラ
刺
突

文
一

条
凹

線
棋
方

向
の
只
殻
条
痕

検
方

向
の

只
殻

条
痕

極 75
YR

6ッ
/6

明
赤
褐

5Y
R 
5/
6

石
英

,う
す

茶
,茶

色
の

石
位

,光
る
砂

を
含

む
良

好
波

状
口
縁

外
面

口
縁

部
ス

ス
付

着

B SA
2

深
鉢

11
縁

部
3条
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練

3条
ヘ

ラ
刺

突
文

ナ
デ

横
方

向
の

貝
殻

条
痕

橙

5Y
R

6/
6

明
赤
褐

5Y
R 
5/
6

α
5ミ

リ
前

後
の

砂
粒

を
多

く
合

む
良

好
波

状
口
縁

外
面

一
部

象
」離

し
て
い
る

B SA
2

深
鉢

Ii
縁

部
刺

突
文

え
デ 押

ナ 指
に
ぶ
い
赤
禍

5Y
R 
5/
3

に
ぶ

い
赤
褐

5Y
R 
5/
3

白
,黒

,光
る
細

秒
粒

,う

す
茶

の
粒

を
合

む
良

好

B SA
2

深
鉢

11
縁

耐
`

斜
方

い
1の

刺
突

文
ヨ
ヨ
ナ
テ

ヨ
ヨ

ナ
テ

暗
灰
黄

25
Y 
 4
/?

／
灰 ５
Ｙ

黄 ２

・ ミ む

２ 合
” を

５ 粒
０ 砂

り
程

度
の

艮
好

B SA
2

深
at
t

「
1縁

¬
`

ヘ
ラ
痺
1突

文
2条

「
q線

ヨ
ヨ
ナ

ブ
ヨ
ヨ
ナ
デ
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ぶ

ぃ
黄
極

lo
YR
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淡
黄 25
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/3
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1ミ
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程
度
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自
を

ど
の
粒

を
含

む
良

好

B SA
3

深
鉢
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縁

部
幾

何
μ
l線

文
頂

部
に

刻
み

ナ
デ

ナ
デ

明
赤
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第 Ⅲ 章 ま と

丸野第 2遺跡は縄文早期・後期と弥生時代後期の遺跡であるが,最盛期の後期前半には竪

穴住居が計 26軒営まれている。 しか しっ後期後半―晩期 と弥生前・中期には集落の形成が

断絶 してお り,集落の移動が考え られる。

早期の土器群は,A地 区の前平式土器 とB地区の山形押型文であるが,ア カホヤ下層を発

(1)

掘調査 していないので,分布及び詳細について不明であり,前平遺跡群 との比較はできなか

ったのが惜 しまれる。

後期前半の上器群は,指宿式・松山式・市来式・草野式などの南九州の上器群 と小池原上

層式・鐘ケ崎式などの東九州・西九州の上器群で構成されている。特に指宿式・市来式の時

期にピークがある。

石器 としては,打製石鏃・磨製石斧 。切目石錘・軽石製浮子・磨石・石皿などが出上 して

(2)

いる。特に県北の陣内遺跡 (高千穂町 )で多数出土する扁平打製石斧は全く出上 していない

ことは,県北と県南及び山間部と平野部の生活基盤の様相の違いを示 している。また石錘で

(3)

切目石錘の割合が高いことは既に指摘されているように河川域の漁携 に関杯す ると思われる。

(4)                               (5)
第 2の道具の刀剣形石製品は,県内で も陣内遺跡で石棒が 1点,天附型石刀が陣内遺跡 。西

(6)     (7)
都原市周辺 2例・平畑遺跡 (宮 崎市 )の計 4例知 られているだけであるが,数条の沈線と斜

(8)

格子文を施 した橿原型 (a類 )石刀の出土は,県内及び九州で も初例であるので注 目される。

竪穴住居が,A地 区で 4軒,B地 区で15軒,C地 区で 7軒の計 26軒検出されたのは,県
(9)

内では平畑遺跡の 66軒に次 ぐ規模であり,後期前半の住居 としては平畑遺跡 (11軒 )と

l101

下弓田違跡 (串 間市 。3軒 )が発掘 されただけである。特に B地区では竪穴住居の切 り合い

か ら方形プランか ら円形プランヘの変遷が追えると伴に,岩崎上層式か ら草野式までの上器

編年 と対比することが可能となった。 B地区では I期 (岩崎上層式段階 )の Ia期が 4号住 ,

Ib期が 5・ 8号住,Ⅱ 期 (指宿式段階 )の Ⅱa期が 6号住, Ⅱ b期が 9号住,Ⅲ 期 (市来

式段階 )の Ⅲ a期が 10号住,Ⅲ b期が 7号住,Ⅳ期 (草野式段階 )の 7号住 となる。 A地

区はⅡ勢Ⅲ期,C地 区はⅢ―Ⅳ期,A地 区の上器溜 りはⅡ―Ⅲ期である。

弥生後期の住居か らは磨製石鏃の未製品や剥片が出土 してお り,石器製作の場 として使用

されている。

以上のように,当遺跡は縄文後期前半の集落 として住居の変遷及び土器編年が追求できる

ので,細かい土器編年 。石器組成・集落構造などの問題点は本報告書の中で明 らかにしてい

きたいと思 う。           _32-

め
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B地 区竪 穴住 居群 (東から )
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B地 区竪 穴住 居群 (南から )
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C地 区竪 穴住 居 群 (北から )

A地 区縄 文後 期 土器 出土 状 況
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縄文早期土器 。打製石鏃

B地区SA2・ SA3出 土縄文上器
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B地 区 SA3出 土 縄 文土 器

B地区SA4。 SA5出 土縄文土器
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B地 区 SA3出 土縄 文 土器

B地 区 SA8縄 文土 器



図

版

７

O

B地 区出土縄文土器
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B地 区出土 縄 文土 器
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C地 区 SAl出 土 縄 文 土 器

A・ B地 区出土 磨消 縄 文土器
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B地 区 出 土 石 刀

AoB地 区出土磨 製 石 斧
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A・ B地区出土磨石・ 敲石 。円板状石器

A・ B地 区 出 土 石 錘
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